
平成２３年度
総合評価落札方式について

平成２３年８月

長崎県土木部建設企画課

説明資料





公共工事の品質確保の促進に関する基本的事項を定める

ことにより、公共工事の品質確保の促進を図り、国民の福

祉の向上及び国民経済の健全な発展を目的に『公共工事
の品質確保の促進に関する法律』が平成１７年
４月１日施行された。

その第３条第２項では、価格及び品質が総合的に
優れた内容の契約を行うことで工事の品質が確保され
るように規定されている。

総合評価落札方式の背景総合評価落札方式の背景

総合評価落札方式
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落札者の決定方法

A

B
C 落札者

入札価格

評価値による提案者の評価

D

評価値＝
標準点＋加算点

入札価格

価格以外の性能等を評価
した「加算点」

入札価格が最も低いのは、A社。しかし、評価値が最も高いのは、B社。
したがって、最も評価値の高い B社 が落札者となる。

傾き

評価値＝
入札価格

標準点＋加算点

得点＝標準点＋加算点

標準点

予定価格

加算点

Ｃ社は最低制限価格割れ、Ｃ社は最低制限価格割れ、Ｄ社Ｄ社
はは予定価格を超過しているため予定価格を超過しているため
評価値なし評価値なし

【【落札者の決定方法落札者の決定方法】】

※※予定価格～最低制限予定価格～最低制限
価格の範囲価格の範囲で、かつで、かつ基基
準評価値以上準評価値以上でで最高の最高の
評価値を獲得した者評価値を獲得した者

最低制限価
格

基準評価値=標準点／予定価
格
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適用範囲

金　額 方　式 加算点
配分
割合

 １～２億円未満
特　別
簡易型

１０点 0:3:7 ・全 工 事

 ２～３億円未満

特　別
簡易型

簡易型

１０点

２０点

0:3:7

2:3:5

【特別簡易型】
・施工難易度が低く、工
　夫の余地が小さい工事

【簡　易　型】
・施工難易度が高く、工
　夫の余地が大きい工事

・トンネル工事
・橋梁工事
・ダム工事
・海上工事
・特殊建築工事

 23億円以上
　（ＷＴＯ） 標準型 ３０点 4:1:1 ・全 工 事

※配分割合・・・施工計画：配置予定技術者の能力：企業の施工能力

2:3:5

・全 工 事
　※３億円以上になると、工事規模
　　が大きく、社会的負荷が大きい
　　ため

平成２３年度　長崎県総合評価落札方式の適用範囲

適　　　用

 ３～
　23億円未満 簡易型 ２０点
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方式・加算点・配分割合（施工計画：配置予定技術者の能力：企業の施工能力）

金 額

 １～２億円未満

 ２～３億円未満 施工難易度が低く、工
夫の余地が小さい工事

施工難易度が高く、工夫の余
地が大きい工事（トンネル工
事、橋梁工事、ダム工事、海
上工事、特殊建築工事）

 ２３億円以上
　（ＷＴＯ）

※H20･H21は､26.3億円以上

※配分割合・・・施工計画：配置予定技術者の能力：企業の施工能力

平成２３年度
（平成21年度・平成22年度）

方式・加算点・配分割合

平成２０年度

方式・加算点・配分割合

 ３～２３億円未満

特別簡易型　１０点　0:3:7

簡易型　２０点　2:3:5

簡易型

20点または30点

4:3:3

標準型

30点

4:1:1

標準型　３０点　4:1:1



 ・・・ 発注者対応  ・・・ 入札参加者対応

標準日数 （累計日数）

【　特別簡易型　】【　簡　易　型　】

（累計日数） 標準日数

開　札　・　落札者の仮決定

落札者決定（決定期限）

契　約　締　結

（７日）

１日 （２３日）

３日 （２６日）

競争参加資格確認資料・技術資料提出

入札書の提出

７日

入　札　公　告

（１５日） １５日

競争入札参加資格の確認・通知

審　査　・　評　価

一 般 競 争 入 札 総 合 評 価 落 札 方 式 フ ロ ー

１０日（２５日）

１７日（４２日）

７日 （１４日）

８日 （２２日）

１日

３日

７日

（４３日）

（４６日）

（５３日） ７日 （３３日）
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入札手続きフロー



加算点配点例
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【簡易型】　土木一式工事　配点
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H23 4 4 1.5 2.3 0.7 1.5 6 1.8 0.8 0.8 0.3 1 0.5 0.2 5.4 － － － 1.4 1.3 0.5 0.2 3.4 1 0.2 10
0
・
-1
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H23 4 4 1.5 2.3 0.7 1.5 6 1.8 0.8 0.8 0.3 1 0.5 0.2 5.4 1.6 0.7 2.3 0.5 0.3 0.2 0.1 1.1 1 0.2 10
0
・
-1
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【特別簡易型】　土木一式工事
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H23 0.7 1.2 0.4 0.7 3 1 0.4 0.4 0.2 0.6 0.3 0.1 3 － － － 1.4 1.3 0.5 0.2 3.4 0.5 0.1 7
0
・
-0.5
10

H23 0.7 1.2 0.4 0.7 3 1 0.4 0.4 0.2 0.6 0.3 0.1 3 1.2 0.5 1.7 0.7 0.6 0.3 0.1 1.7 0.5 0.1 7
0
・
-0.5
10

評 価 項 目 及 び 配 点

企 業 の 施 工 能 力

企業の実績関係

陸
上
工
事

工

事

種

別

年

度

労

務

賃

金

の

支

払

い

海
上
工
事

配置予定技術者

技

術

者

表

彰

技

術

者

の

施

工

実

績

資

格

技

術

者

の

工

事

成

績

計

加

算

点

合

計

作業船関係

計

安

全

管

理

地域要件
従

業

員

数



8

変 更 後変 更 前

1.技術提案の取扱いの見直し

※変更内容：技術提案の「普通（０点）」評価については、「実施義務あり」から

「実施義務なし（実施可能）」へ変更した。（H22.10.1入札公告より適用）

※変更理由：加点対象とならなかった「普通」評価の提案実施に対する費用負担軽減のため

○「簡易な施工計画」（簡易型）

○「技術提案・施工計画」（標準型）

○「簡易な施工計画」（簡易型）

○「技術提案・施工計画」（標準型）

実施不可－不採用

実施義務あり０点普通

実施義務あり１点良

提案の実施得点提案の評価

実施不可－不採用

実施義務なし

（実施可能）

０点普通

実施義務あり１点良

提案の実施得点提案の評価

総合評価落札方式の見直し概要 （平成２２年度途中より適用）
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３件未満

３件以上５件未満

５件未満

変 更 後変 更 前

５件以上
○地域の施工実績

【評価内容】

施工管内において、過去１５ヶ
年度に完成した長崎県発注の元請け
としての施工実績

５件以上

○地域の施工実績

【評価内容】

施工管内において、過去１５ヶ
年度に完成した長崎県発注の元請け
としての施工実績

※変更内容：評価基準を２段階評価（５件未満、５件以上）から３段階評価（３件未満、

３件以上５件未満、５件以上）に変更した。（Ｈ22.10.1公告より適用）

※変更理由：施工実績による企業の地域貢献度を適切に評価し、施工実績に対する点数の差を

緩和するため。

評価基準評価項目・評価内容評価基準評価項目・評価内容

２．評価基準（地域の施工実績）の改訂
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※変更理由：「簡易な施工計画」の提案本文に規格等の記載が無く、補足説明資料の図表や

文章で詳細な説明をしている事例が度々見受けられるため、本文と補足資料の

取扱いをより明確にした。

○「簡易な施工計画」（簡易型）

○「技術提案・施工計画」（標準型）

【作成要領】

・提案は、「具体的項目」について、必要に応じ規格
等を記載し、目的や効果、手法が判るように記載する
こと。

【特記事項】

・本様式に記載してある提案についての手法や目的、
効果が判断できない場合は、評価しない。

・本様式に記載の無い提案の資料が補足説明資料に記
載されている場合、その部分は参考としない。

・補足説明資料は、本様式にある提案を補足するため
の参考図等を記載するものであり、説明文等の文章は
評価の対象としない。

（Ｈ23.1.1公告より適用）

○「簡易な施工計画」（簡易型）

○「技術提案・施工計画」（標準型）

【作成要領】

・提案は、「具体的項目」について、目的、効果、手
法が判るように記載すること。

【特記事項】

・補足説明資料が文章で記載されている場合、または
本様式に記載がないものが補足説明資料に記載されて
いる場合、評価の際、その部分については参考としな
い。

変 更 後変 更 前

３．技術資料作成要領の改訂
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【基本的記載例】
○○○○○のため（目的）、×××××を使用することで（手法）、△△△△△（効果）が
図られる。

【例 示】
歩行者に対する安全対策のため、○○○○○（場所）付近に工事内容（工事概要・工事進捗・
運搬経路等）明記の掲示板を設置し、２週間に１度更新することで、歩行者に注意喚起を図る。

【評価しない記載例】
・×××××（資格者等）を配置する。（目的や効果の記載がない）
・○○○○○のため、×××××（材料等）を使用する。
（効果の記載がない（一部材料名により効果がわかる場合は除く）
・×××××（測量機械等）を使用することで、△△△△△が図られる。
（目的の記載がない）

いずれの内容においても、その目的、手法、効果に疑問及び判断できないことから加点しない。

（平成２３年６月１５日付事務連絡より）

必要に応じ、より具体的に数値等を記載する。
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標準的な評価項目・内容、評価基準（簡易型）
●評価項目・評価基準

【簡易型】加算点：２０点

「施工計画」【配点：４点、配点割合：２０％】

評　価　基　準 配点（陸上工事） 配点（海上工事）

　 ①　工程管理に関すること 得点率75%超 4 4

②　品質に関すること 得点率50%超75%以下 3 3

③　施工上の技術的課題に関すること 得点率25%超50%以下 2 2

④　施工上配慮すべき事項に関すること 得点率0%超25%以下 1 1

※①～④の１課題を評価項目とする。

※得点率＝（自得点／最高得点）

「配置予定技術者の能力」【配点：６点、配点割合：３０％】

評　価　基　準 配点（陸上工事） 配点（海上工事）

・施工実績

【評価内容】

・工事成績評定 80点以上 2.3 2.3

【評価内容】 75点以上80点未満 1.73 1.73

70点以上75点未満 1.15 1.15

65点以上70点未満 0.58 0.58

0

H23

得点率0% 0

0

同種工事の実績

0

1.5

0.75

0

0

1.5

0.75

評　価　項　目　・　評　価　内　容

類似工事の実績

65点未満または
工事成績評定なし

（H23）

評　価　項　目　・　評　価　内　容

（H23）

H23

実績なし

過去５ヶ年度の公告する工事と同一工事種別の工事
成績評定の最高点。

過去１５ヶ年度の同種・類似工事の施工実績。
主任（監理）技術者または現場代理人（1級または
2級の技術者）として従事
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評　価　基　準 配点（陸上工事） 配点（海上工事）

・優秀現場技術者表彰

【評価内容】

・配置予定技術者の資格

【評価内容】

その他 0 0

・(配置予定技術者の資格B）追加設定項目

【評価内容】

1.13

0.75

※工事内容により追
加

0.7

0.35

0

1.5

0.7

0.75

（H23）

H23

1.5

1.13

機関長表彰

5年以上

なし

知事表彰または部長表彰

評　価　項　目　・　評　価　内　容

過去１０ヶ年度の長崎県の技術者表彰
工事表彰を受賞した工事の主任（監理）技術者

0.35

0

あり

なし

（H23） 公告日から遡った１級土木施工管理技士、１級建設
機械施工技士等の取得後の年数

3年以上5年未満

3ヶ月以上3年未満

（H23） 特殊な技術資格（地すべり防止工事士、１級舗装施
工管理技術者等）

－
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「企業の施工能力」【配点：１０点、配点割合：５０％】

評　価　基　準 配点（陸上工事） 配点（海上工事）

・施工実績

【評価内容】

・工事成績評定 80点以上 0.8 0.8

【評価内容】 75点以上80点未満 0.6 0.6

70点以上75点未満 0.4 0.4

65点以上70点未満 0.2 0.2

・施工実績件数 10件以上 0.8 0.8

【評価内容】 8件以上10件未満 0.6 0.6

6件以上8件未満 0.4 0.4

4件以上6件未満 0.2 0.2

4件未満 0 0

・優秀工事表彰及び下請表彰

【評価内容】

0.15

0

0.9

0

0

0.3

1.8

（H23） 過去１０ヶ年度の長崎県の工事表彰または下請表彰

同種工事の実績

H23
評　価　項　目

類似工事の実績 0.9

0実績なし

過去２ヶ年度の公告する工事と同一工事種別の工事
成績評定の平均点

（H23） 過去１５ヶ年度に完成した長崎県内の公共工事で同
種・類似工事の施工実績

（H23）

（H23） 評価項目「工事成績評定」の対象工事件数

1.8

0
65点未満または
工事成績評定なし

機関長表彰

知事表彰または部長表彰

0なし

0.3

0.15
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評　価　基　準 配点（陸上工事） 配点（海上工事）

・年間受注高の状況 比率 0.25未満 1 1

【評価内容】 比率 0.25以上0.5未満 0.75 0.75

比率 0.5以上0.75未満 0.5 0.5

比率 0.75以上1.0未満 0.25 0.25

比率 1.0以上1.25未満 0 0

比率 1.25以上1.5未満 -0.5 -0.5

比率 1.5以上 -1 -1

・継続的専門能力啓発システム（ＣＰＤＳ）

【評価内容】

・基幹技能者の配置

【評価内容】

0.5

0100ユニット未満

0.2

H23

0.2

00

県内に主たる営業所のある企業で、過去１年間のＣ
ＰＤＳ登録学習単位

（H23）
年間受注高の状況＝過去１年間受注額÷５ヶ年度年
間平均完成高（受注額、完成高とも、土木一式、と
び･土工･ｺﾝｸﾘｰﾄ、しゅんせつ工事）※公告する工事
が土木一式工事の場合適用

（H23）
工事内容により指定された各種基幹技能者の配置
基幹技能者の所属は元請、下請にかかわらない

配置しない

100ユニット以上

配置する

（H23）

評　価　項　目

0.5

0
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評　価　基　準 配点（陸上工事） 配点（海上工事）

・工事の確実かつ円滑な実施体制としての拠点

【評価内容】

・管内の施工実績

【評価内容】

変更内容：評価基準を２段階評価（５件未満、５件以上）から３段階評価（３件未満、３件以上５件未満、５件以上）に変更した。

・社会貢献活動Ａ

【評価内容】

・社会貢献活動Ｂ

【評価内容】

0.5

0

0.2

0.2

0

合計10回以上、かつ1年度に
4回以上の実績あり

合計10回以上、もしくは1年
度に4回以上の実績なし

H23

0.51.4

（H23） 施工管内において、過去15ヶ年度に完成した長崎
県発注の元請けとしての施工実績

（H23） 過去5ヶ年度において、施工管内における社会貢献
活動（公共施設の清掃・美化活動、災害支援に関す
る活動）

0.25

0

0.7

0

主たる営業所あり

管内営業所あり

なし

評　価　項　目

従業員が施工管内に所在する消防団に所属
イベント（土木の日、住宅フェア）の運営協力
山地防災ヘルパーの活動
道守等が当該企業に所属
担い手育成プロジェクト等への協力
　　　（※工事内容により上記より選択）

（H23）

（H23） 施工管内における主たる営業所の所在

いずれか該当あり 0.1

なし 00

0.3

３件未満 0 0

３件以上５件未満 0.65 0.15

５件以上 1.3
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評　価　基　準 配点（陸上工事） 配点（海上工事）

・労務賃金の支払い

【評価内容】

・従業員数

【評価内容】

・安全管理の状況

【評価内容】 0

-1

1

0

0.2

10人以上30人未満 0.1

10人未満 00

0.1

0.230人以上

0

-1

なし

あり

（H23）

評　価　項　目

過去1年間で、死亡事故または公衆災害で長崎県の
指名停止措置

（H23） 県内に主たる営業所が所在する企業の従業員数

誓約しない 0

誓約する

H23

1

（H23）
指定職種について、設計労務単価以上の支払いの誓約
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●特別簡易型について

特別簡易型 ・・・ 「簡易な施工計画」の提案を求めないもの。

「配置予定技術者の能力」・「企業の施工能力」の客観的評価項目のみで評価。

加 算 点

（陸上工事のみ）

「企業の施工能力」

・工事の確実かつ円滑な実施体制としての拠点

　【評価内容】 主たる営業所あり 工事箇所に主たる営業所あり

　（簡　易　型）施工管内における主たる営業所の所在。

　（特別簡易型）工事箇所の旧７９市町村(平成14年度時点)に主たる 管内営業所あり 管内に主たる営業所あり

営業所が所在。

内容： 簡易型より地域要件を重視した評価基準

※　上記以外の評価項目については、簡易型と同様。

評　価　項　目 各評価項目・評価内容・評価基準

10点

配点（配点割合）

３点（30％）

７点（70％）

なし なし

各評価項目、評価内容および評価基準につい
ては、簡易型と同様。
ただし、「陸上工事」のみにおいて一部異な
る。（下表に示す）

配置予定技術者の能力

企業の施工能力

評　価　項　目　・　評　価　内　容
評　価　基　準

簡　易　型 特別簡易型

特別簡易型について
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社会貢献活動の適用工事種別

【特別簡易型】【簡易型】共通

評価項目『社会貢献活動』の適用表

項目・工事種別
道路改
良
舗装 河川

橋梁上部工
（PC橋、鋼
橋を含む）

橋梁下
部工
法面処
理
砂防 治山

地すべ
り対策
トンネ
ル
電気・
通信
情報基
盤
鋼構造
物
建築
港湾・
漁港構
造物
浚渫

社会貢献活動実績A

1

イ）公共施設の清掃・美化活動
　　「長崎県アダプト事業」、「長崎県愛護団体登録制度」

ロ）災害支援に関する活動

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会貢献活動実績B

1 消防団員の雇用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 土木の日の運営協力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 住宅フェアの運営協力 ○

4 山地防災ヘルパーの所属 ○ ○ ○ ○

5 道守、特定道守、道守補の所属 ○ ○ ○ ○ ○

6 地域産業の担い手育成プロジェクトの協力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陸上工事 海上工事



提出 評価

＜参 考＞
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様式２号：簡易な施工計画

工 事 名 一般国道○○○号道路改良工事

商 号 ま た は

名 称

評 価 項 目

（株）○○建設

　　道路利用者に対する安全対策

歩行者に対する安全性向上のため、○○付近に工事内容、進捗状況を
明記した掲示板を設置し、２週間に１度内容を更新することで歩行者
に注意喚起を図る。（別添図参照）

地元自治会、小学校に工事内容、工程の説明を行う。

工事中は安全に施工する。

巻込み事故防止のため、土砂運搬時間を９時～１５時とすることで登
下校時の小学生と作業車両との遭遇回数を低減する。

夜間の歩行者転倒防止策として、□□に照明設備を４基設置すること
で工事箇所の夜間視認性を向上する。（別添図参照）

現場出入口付近では自転車走行を禁止する。

○○○○○のため（目的）、×××××を使用することで（手法）、
△△△△△（効果）が図られる。

評価集計表

良 1 点 得点率　75%超～100%

普通 0 点 得点率　50%超～75%以下

不採用 - 点 得点率　25%超～50%以下

得点率　0%超～25%以下

得点率　0%

番
号

内容
番
号

得
点
番
号

得
点

a ａ
1
a

0

 

a
0
a

0

b ｂ
1
ｂ

0

c ｃ
1
ｂ

1

d ｄ
-
ｃ

0

ｄ
1

　

ｄ
0

4 / 4 =100.0% 4 1 / 4 =25.0% 1

○○○○○のため（目的）、
×××××を使用することで（手
法）、△△△△△（効果）が図
られる。
【適切であり有効】

地元自治会に工事内容の説明会を
開催する。また、小学校に説明を
行う。

【目的・効果の記載がない】

小学生の登校時間帯を考慮し施工
する。

【具体性に欠ける】

点

工事看板を設置する。

【具体的でない】
【目的・効果の記載がない】

現場出入口付近では自転車走行を
禁止する。

【道路利用者への規制は不適切】

配
点

3 点

2 点

1 点

評
価
点

4

一般国道○○○号道路改良工事
0 点

公告の内容 評価着目点 A Ｂ

評価項目 提案内容 提案内容

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

道
路
利
用
者
に
対
す
る
安
全
対
策

道路利用者に対
する周知

歩行者に対する安全性向上のた
め、○○付近に工事内容、進捗状
況を明記した掲示板を設置し、２
週間に１度内容を更新することで
歩行者に注意喚起を図る。（別添
図参照）

【具体的で有効】

施工時の工夫

地元自治会、小学校に工事内容、
工程の説明を行う。

【目的・効果の記載がない】

施工時間帯 巻込み事故防止のため、土砂運搬
時間を９時～１５時とすることで
登下校時の小学生と作業車両との
遭遇回数を低減する。

【具体的で有効】

工事中は安全に施工する。

【当然のこと】

工事不稼働時
（夜間等）の対
策

夜間の歩行者転倒防止策として、
□□に照明設備を４基設置するこ
とで工事箇所の夜間視認性を向上
する。（別添図参照）

【具体的で有効】

近隣住民車両との接触事故防止対
策として、資材や土砂の運搬は、
通勤時間帯（８～９時、１６～１
７時）を避けて行い、○○付近で
の通勤車両と工事車両の離合回数
を減らす。

【具体的で有効】

　得点率
（各得点合計／得点合計最高点）

加算点 4 1

夜間の歩行者及び通行車両の安全
対策として、保安灯を設置する。
（別紙参照）

【標準的な対策】



工事費内訳書
工種／種別／細別 単位 数量 単価 金額

道路改良   
206,406,019

橋梁下部工 　
         式 1.0 206,406,019
躯体工 　
         式 1.0 114,070,556
作業土工 　

式 1.0 23,532,678
鉄筋工 　

ｔ 12.0 127,004 1,524,048
型枠工 　

式 1.0 28,043,550
コンクリート工 　

ｍ3 4,520.0 13,489 60,970,280
仮設工 　
         式 1.0 92,335,463

直接工事費 206,406,000
　　
　　共通仮設費率分 ％ 11.1 206,406,000 22,911,066

　共通仮設費計 22,911,000

純工事費 229,317,000

　　現場管理費 ％ 26.2 229,317,000 60,081,000
　

工事原価 289,398,000

　　一般管理費 ％ 11.1 289,398,000 32,123,000

工事価格 321,521,000
　

式 1.0 1,479,000

323,000,000

技術提案実施に必要な経費

合計

①入札時提出する工
事費内訳書の合計金
額と入札額を一致さ
せる。一致していな
い場合、その者の入
札は無効とする。

②工事費内訳書に
「技術提案に必要な
経費」を計上してい
ない場合、その者の
入札は無効とする。
（平成21年10月以降入
札公告より本格実施）

（注）②は簡易型、標準型の
場合に適用

21

工事費内訳書

（簡易型の例）
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電子入札



落札仮決定公表（長崎県ホームページ）

入札結果一覧表（落札仮決定時）

23

工事番号

工 事 名

 格
工事期間

 格
工事場所

（株）○○建設

（株）△△建設

（株）××建設

（株）□□建設

（株）●●建設

（株）▲▲建設

（株）■■建設

（株）◇◇建設

（株）◆◆建設

（株）◎◎建設

35.015 予定価格超過100 15.90長崎市■■ ■■　■ ¥331,000,000

長崎市◆◆ ◆◆　◆ ¥320,000,000

長崎市◇◇ ◇◇　◇

100長崎市◎◎ ◎◎　◎ ¥290,000,000 9.18 37.648 失格

35.259 無効100 12.83

15.28 35.801 不適格

100 11.95

¥322,000,000 100

34.659長崎市▲▲ ▲▲　▲ ¥323,000,000

長崎市●● ●●　●● ¥310,000,000 100 11.30 35.903

100 11.33 34.682長崎市□□ □□　□□ ¥321,000,000

長崎市×× ××　×× ¥318,000,000 100 15.13 36.204 仮決定者

100 15.45 36.078長崎市△△ △△　△△　 ¥320,000,000

結         果

長崎市○○ ○○　○○ ¥323,000,000 100 16.45 36.053

商号又は名称 所     在      地 代    表    者 第 １ 回 標 準 点 加 算 点 評 価 値

（電子入札）   基準価格  （税抜き） ¥0  ない者の有無 （別添通知書）
競争参加資格の 有 無 入札方式 一般競争入札 低 入 札 調 査 判 断

低 入 札 調 査 基 準
一般競争入札で   価 格  （税抜き）

 最  低

（税抜き）  
長崎市○○町 ¥297,000,000

 制  限  価

¥330,000,000
（税抜き）  

２００  日間　　年　　月　　日限り

落札仮決定時公表用

 価

落札仮決定日

           入 札 結 果 一 覧 表   予  定

平成２３年○月△日
一般国道○○○号道路改良工事

入札執行日 平成２３年○月△日 １３時３０分

 別紙様式１

２３△◆第○○号

業者数 10

    (甲様式) （発注番号○○○○）  KOR254

入札執行機関 ○○振興局



落札仮決定公表（長崎県ホームページ）

評価表【簡易型】
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様式１－２

総合評価落札方式評価表　【簡易型】 〔落札者仮決定〕

工事番号 ：２３△◆第○○号

工 事 名 ：一般国道○○○号道路改良工事

入 札 日 ：平成２３年○月△日

加算点

配置予定
技術者の
施工実績

配置予定
技術者の
工事成績
評定

表彰（優
秀現場技
術者）

配置予定
技術者の
資格

企業の施
工実績

工事成績
の評定

施工実績
件数

優秀工事
表彰

年間受注
高の状況

継続的専
門能力啓
発システ
ム（ＣＰ
ＤＳ）

基幹技能
者の配置

工事の確
実かつ円
滑な実施
体制とし
ての拠点

管内の施
工実績

社会貢献
活動の実
績A

社会貢献
活動の実
績B

労務賃金
の支払い

従業員数
安全管理
の状況

備考

4点 1.5点 2.3点 0.7点 1.5点 1.8点 0.8点 0.8点 0.3点 1点 0.5点 0.2点 1.4点 1.3点 0.5点 0.2点 1点 0.2点 0点 20点

1 （株）○○建設 4 1.5 2.3 0.7 1.5 0.9 0.8 0.8 0.15 0.5 0.5 0.2 0.7 0 0.5 0.2 1 0.2 0 16.45

2 （株）△△建設 2 1.5 2.3 0 1.5 0.9 0.8 0.8 0.3 0.75 0.5 0.2 0.7 1.3 0.5 0.2 1 0.2 0 15.45

3 （株）××建設 3 0.75 1.73 0.7 1.5 1.8 0.6 0.8 0.3 0.75 0.5 0 0.7 1.3 0.5 0 0 0.2 0 15.13 仮決定者

4 （株）□□建設 1 1.5 0.58 0.35 0.75 1.8 0.4 0.6 0.3 0.25 0.5 0.2 1.4 0 0.5 0 1 0.2 0 11.33

5 （株）●●建設 1 0.75 1.15 0.35 0.75 1.8 0.8 0.8 0.15 0.5 0.5 0 0.7 0.65 0 0.2 1 0.2 0 11.30

6 （株）▲▲建設 2 0.75 1.15 0 1.5 0.9 0.6 0.6 0.15 0.5 0.5 0.2 1.4 1.3 0 0.2 0 0.2 0 11.95

7 （株）■■建設 3 1.5 2.3 0.7 1.5 1.8 0.6 0.8 0 0.5 0.5 0 0.7 1.3 0.5 0 0 0.2 0 15.90 予定価格超過

8 （株）◇◇建設 4 0 2.3 0.35 1.13 1.8 0.8 0.4 0 1 0.5 0.2 1.4 0 0 0.2 1 0.2 0 15.28 不適格

9 （株）◎◎建設 0 1.5 1.15 0 1.13 0.9 0.4 0.8 0 0.5 0.5 0.2 1.4 0 0.5 0 0 0.2 0 9.18 失格

※入札が無効の者の評価点は公表しない

企業の施工能力

番
　
号

商号または名称 施工計画

配置予定技術者の能力



落札決定公表（閲覧及び長崎県ホームページ）

入札結果一覧表
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工事番号

工 事 名

 格
工事期間

 格
工事場所

（株）○○建設

（株）△△建設

（株）××建設

（株）□□建設

（株）●●建設

（株）▲▲建設

（株）■■建設

（株）◇◇建設

（株）◆◆建設

（株）◎◎建設

業者数 10

    (甲様式) （発注番号○○○○）  KOR254

入札執行機関 ○○振興局

 別紙様式１

２３△◆第○○号

入札執行日 平成２３年○月△日 １３時３０分
一般国道○○○号道路改良工事

 価

落札決定日

           入 札 結 果 一 覧 表   予  定

平成２３年○月◇日

¥330,000,000
（税抜き）  

２００  日間　　年　　月　　日限り

¥297,000,000
 制  限  価 最  低

（税抜き）  
長崎市○○町

低 入 札 調 査 基 準
一般競争入札で   価 格  （税抜き）
競争参加資格の 有 無 入札方式 一般競争入札 低 入 札 調 査 判 断
  ない者の有無 （別添通知書） （電子入札）   基準価格  （税抜き） ¥0

商号又は名称 所     在      地 代    表    者 第 １ 回 標 準 点 加 算 点 評 価 値 結         果

長崎市○○ ○○　○○ ¥323,000,000 100 16.45 36.053

長崎市△△ △△　△△　 ¥320,000,000 100 15.45 36.078

長崎市×× ××　×× ¥318,000,000 100 15.13 36.204 落札者

長崎市□□ □□　□□ ¥321,000,000 100 11.33 34.682

長崎市●● ●●　●● ¥310,000,000 100 11.30 35.903

34.659長崎市▲▲ ▲▲　▲ ¥323,000,000

¥322,000,000 100

100 12.83

15.28 35.801 不適格

100 11.95

9.18 37.648 失格

35.259 無効

100長崎市◎◎ ◎◎　◎ ¥290,000,000

長崎市■■ ■■　■ ¥331,000,000

長崎市◆◆ ◆◆　◆ ¥320,000,000

長崎市◇◇ ◇◇　◇

35.015 予定価格超過100 15.90



落札決定公表（閲覧）

評価表【簡易型】
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様式１－２

総合評価落札方式評価表　【簡易型】

工事番号 ：２３△◆第○○号

工 事 名 ：一般国道○○○号道路改良工事

入 札 日 ：平成２３年○月△日

加算点

配置予定
技術者の
施工実績

配置予定
技術者の
工事成績
評定

表彰（優
秀現場技
術者）

配置予定
技術者の
資格

企業の施
工実績

工事成績
の評定

施工実績
件数

優秀工事
表彰

年間受注
高の状況

継続的専
門能力啓
発システ
ム（ＣＰ
ＤＳ）

基幹技能
者の配置

工事の確
実かつ円
滑な実施
体制とし
ての拠点

管内の施
工実績

社会貢献
活動の実
績A

社会貢献
活動の実
績B

労務賃金
の支払い

従業員数
安全管理
の状況

備考

4点 1.5点 2.3点 0.7点 1.5点 1.8点 0.8点 0.8点 0.3点 1点 0.5点 0.2点 1.4点 1.3点 0.5点 0.2点 1点 0.2点 0点 20点

1 （株）○○建設 4 1.5 2.3 0.7 1.5 0.9 0.8 0.8 0.15 0.5 0.5 0.2 0.7 0 0.5 0.2 1 0.2 0 16.45

2 （株）△△建設 2 1.5 2.3 0 1.5 0.9 0.8 0.8 0.3 0.75 0.5 0.2 0.7 1.3 0.5 0.2 1 0.2 0 15.45

3 （株）××建設 3 0.75 1.73 0.7 1.5 1.8 0.6 0.8 0.3 0.75 0.5 0 0.7 1.3 0.5 0 0 0.2 0 15.13 仮決定者

4 （株）□□建設 1 1.5 0.58 0.35 0.75 1.8 0.4 0.6 0.3 0.25 0.5 0.2 1.4 0 0.5 0 1 0.2 0 11.33

5 （株）●●建設 1 0.75 1.15 0.35 0.75 1.8 0.8 0.8 0.15 0.5 0.5 0 0.7 0.65 0 0.2 1 0.2 0 11.30

6 （株）▲▲建設 2 0.75 1.15 0 1.5 0.9 0.6 0.6 0.15 0.5 0.5 0.2 1.4 1.3 0 0.2 0 0.2 0 11.95

7 （株）■■建設 3 1.5 2.3 0.7 1.5 1.8 0.6 0.8 0 0.5 0.5 0 0.7 1.3 0.5 0 0 0.2 0 15.90 予定価格超過

8 （株）◇◇建設 4 0 2.3 0.35 1.13 1.8 0.8 0.4 0 1 0.5 0.2 1.4 0 0 0.2 1 0.2 0 15.28 不適格

9 （株）◎◎建設 0 1.5 1.15 0 1.13 0.9 0.4 0.8 0 0.5 0.5 0.2 1.4 0 0.5 0 0 0.2 0 9.18 失格

※入札が無効の者の評価点は公表しない

企業の施工能力

番
　
号

商号または名称 施工計画

配置予定技術者の能力
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落札決定公表（通知）

様式８号（簡易型運用指針９関係）

２３△◆第○○号

平成２３年○月◇日

（株）○○建設

代表取締役　○○　○○　様

長崎県○○振興局　　

局長　◇◇　○○　　

１． 工 事 番 号 ２３△◆第○○号

２． 工 事 名 一般国道○○○号道路改良工事

３． 工 事 場 所 長崎市○○町

４． 工 事 日 数 ２００日間

５． 入札執行の日時 平成２３年○月△日

６． 落 札 者 名 （株）××建設

代表取締役　××　××

７． 落 札 金 額 ¥318,000,000-

８． 落札者の評価値 36.204

９． 貴社の評価値 36.053

１０． 落 札 決 定 日 平成２３年○月◇日

　さきに入札執行しました下記工事については、落札者の決定を保留していましたが、
審議の結果、下記のとおり落札者が決定しましたので通知します。

記

落 札 者 決 定 の 通 知 に つ い て



無効の者以外の入札参加者に通知

（「技術提案評価点内訳」）
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様式２ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

入札年月日

工 事 番 号

一般国道○○○号道路改良工事

代表取締役　○○　○○　様

（株）○○建設

局長　　◇◇　○○

２３△◆第○○号

記

工 事 名

平成２３年　○月　△日

２３△◆第○○号
平成２３年　○月　◇日

総合評価落札方式に係る技術資料の評価点について

長崎県○○振興局

　下記に係る貴社の技術資料の評価点について、別紙のとおり

通知します。

技術提案評価点の公表(通知)

別紙様式２　【簡易型】

技術提案評価点内訳資料

工 事 番 号 ２３△◆第○○号

工 事 名 一般国道○○○号道路改良工事

商 号 ま た は （株）○○建設

名 称

得点

1

0

1

1

－

1

0

※得点が「－(バー)」と「０」の技術提案は不採用とする。
　得点が「１」の技術提案を、採用された技術提案とする。
※技術提案の手法や目的、効果が判断できない場合は評価しない。

提案内容

歩行者に対する安全性向上のため、○○付近に工事内容、進捗状況を
明記した掲示板を設置し、２週間に１度内容を更新することで歩行者
に注意喚起を図る。（別添図参照）

地元自治会、小学校に工事内容、工程の説明を行う。

巻込み事故防止のため、土砂運搬時間を９時～１５時とすることで登
下校時の小学生と作業車両との遭遇回数を低減する。

夜間の歩行者転倒防止策として、□□に照明設備を４基設置すること
で工事箇所の夜間視認性を向上する。（別添図参照）

現場出入口付近では自転車走行を禁止する。

○○○○○のため（目的）、×××××を使用することで（手法）、
△△△△△（効果）が図られる。

工事中は安全に施工する。



評価集計表

良 1 点 得点率　75%超～100%

普通 0 点 得点率　50%超～75%以下

不採用 - 得点率　25%超～50%以下

得点率　0%超～25%以下

 得点率　0%

A B C D E

番
号

内容
番
号

得
点
番
号

得
点
番
号

得
点
番
号

得
点
番
号

得
点

a a 1 a 0 c 0 a 1

b b 0 b 0 a 1 a 1

　

c c 0 c 0 b 1 a 0

　

d 0 c 1 b - b 0

d d 0 d 1 c 1 b 0

d - d 0 a 0 c 0

e その他 e 1 e 1 d 0

e

0

e 1

-

3 / 全者の配点合計3点以下 3 / 全者の配点合計3点以下 3 / 全者の配点合計3点以下 0 / 全者の配点合計3点以下 3 / 全者の配点合計3点以下 2

一般国道○○○号道路改良工事

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

公告の内容

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

評価項目 提案内容

道
路
利
用
者
に
対
す
る
安
全
対
策

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

提案内容提案内容 提案内容提案内容

文字数オーバー（700字）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

評価着目点

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

枚数オーバー（３枚）　等

0

【注】　全ての入札参加予定者の配点
の合計が3点以下の場合、全者の評価
点は0点とする。

〔％表示は小数第１位（小数第２位切
捨）〕

0 00

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

点

4

3

0

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

点

点

点

点

　得点率
（各得点合計／得点合計最高点）

得
点

0

加
算
点

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

2

1

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

加算点

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

道路利用者に対す
る周知

施工時間帯

工事不稼動時（夜
間等の対策）

施工時の工夫

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○　。

技術提案の評価方法
①配点は良（1点）、普通（0点）、不採用（－）とする。

②全入札参加予定者の配点合計が３点以下の場合、全者の
評価点は０点とする。

配点合計

29



契 約

契約書に様式２号を添付する際、

公表（通知）により不採用（－）お
よび普通（０点）となった提案内容
は消去し契約事項としない。

※配点が良（１点）の提案内容は契
約事項とする。
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様式２号：簡易な施工計画

工 事 名 一般国道○○○号道路改良工事

商 号 ま た は

名 称

評 価 項 目

工事中は安全に施工する。

巻込み事故防止のため、土砂運搬時間を９時～１５時とすることで登
下校時の小学生と作業車両との遭遇回数を低減する。

夜間の歩行者転倒防止策として、□□に照明設備を４基設置すること
で工事箇所の夜間視認性を向上する。（別添図参照）

現場出入口付近では自転車走行を禁止する。

○○○○○のため（目的）、×××××を使用することで（手法）、
△△△△△（効果）が図られる。

（株）○○建設

　　道路利用者に対する安全対策

歩行者に対する安全性向上のため、○○付近に工事内容、進捗状況を
明記した掲示板を設置し、２週間に１度内容を更新することで歩行者
に注意喚起を図る。（別添図参照）

地元自治会、小学校に工事内容、工程の説明を行う。



評価項目が次の ア、イに該当する場合は、契約書に以下の条項を
約定しておく。

ア．評価項目に「基幹技能者の配置」があり、技術資料において
「配置する」を誓約した場合。

イ．評価項目に「労務賃金の支払い」があり、技術資料において
「誓約する」を選択した場合。

（基幹技能者）

第○条 受注者は工事の施工にあたり、基幹技能者を使用しなければならない。

２ 発注者は、受注者が前項の規定に違反したことを確認したときは、工事成績評
定点から１０点減ずるものとする。ただし、受注者の責によらない場合を除く。

（労務賃金の支払い）
第○条 受注者は工事の施工にあたり、「特殊作業員」、「普通作業員」、「運転
手（特殊）」、「運転手（一般）」（注：下線部は、入札公告において対象とした職種を記載）
の労務賃金を設計労務単価以上支払わなければならない。

２ 発注者は、受注者が前項の規定に違反したことを確認したときは、工事成績評
定点から１０点減ずるものとする。ただし、受注者の責によらない場合を除く。
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提出様式記入時の留意点

様式１号：技術資料総括表

様

：

：

：

： 印

： 号

： 号

記

１． ：

２． ：

３． ：

添付書類

様式２号：施工計画

様式３号：配置予定技術者の能力

様式４号：企業の施工能力

様式５号：地域精通度

様式６号：地域貢献度・安全管理

様式（自己審査表）

建設業許可番号

入札公告日

工 事 番 号

共 同 企 業 体 名

代 表 者 名

住 所

商号または名称

工 事 名

　下記について書類を添えて提出します。

　なお、本工事の入札においては入札金額とともに本技術資料をもって入札

することを誓約します。

平成　年　月　日

建設業許可番号
(その他構成員）

(代表構成員）

様式２号：施工計画

評価項目

※入札公告「評価の基準」、「技術資料作成要領」参照

文字数 0

工　事　名：

商号または
名　　  称：

発注形態が共同企業体の場合に記入

押印がない技術資料は無効

該当するものを選択

特:特定建設業
般:一般建設業

◆提案は、「具体的項目」について、必要に応じ規格等を記
載し、目的や効果、手法が判るように記載すること。
◆本様式に記載してある提案についての手法や目的、効果が
判断できない場合は、評価しない。

【例示】
歩行者に対する安全対策のため、○○○○○（場所）付近に工事内
容（工事概要・工事進捗・運搬経路等）明記の掲示板を設置し、２週
間に１度更新することで、歩行者に注意喚起を図る。

【評価しない記載例】
・×××××（資格者等）を配置する。（目的や効果の記載がない）
・○○○○○のため、×××××（材料等）を使用する。
（効果の記載がない（一部材料名により効果がわかる場合は除く））
・×××××（測量機械等）を使用することで、△△△△△が図られ
る。（目的の記載がない）

いずれの内容においても、その目的、手法、効果に疑問及び判断でき
ないことから加点しない。

◆補足説明資料は、本様式にある提案を補足するための参考図等を
記載するものであり、説明文等の文章は評価の対象としない。
◆本様式に記載の無い提案の資料が補足説明資料に記載されている
場合、その部分は参考としない。

目的

効果
手法

文字数は自動計算
600字以内とすること

大臣

知事

特ｰ

般ｰ

「評価の基準」を証明する資
料は、様式に記載した内容に
合致した資料を添付すること

提出する技術資料は、紙・ＰＤＦ
データ・エクセルデータを同一の
内容とすること
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様式３号：配置予定技術者の能力

※ 入札公告「評価の基準」、「技術資料作成要領」参照

氏 名

施

工

実

績

表

彰 工 事 名

完 成 年 度

コ リ ン ズ 番 号

同種・類似工事の別

工 事 名

工 事 番 号

表 彰 の 区 分

資 格 取 得 年 月 日

資

格

Ｂ

資 格 の 種 類

資 格 有 効 期 限

工 事 番 号

工 事 名

資

格

Ａ

資 格 の 種 類

表 彰 年 度

工

事

成

績

評

定

評 定 点

完 成 年 度

コ リ ン ズ 番 号

配置予定技術者1 配置予定技術者2

「同種」「類似」の別を
必ず記入すること

CORINS登録番号を記入
（受付番号は不可）

工事名は正確に記入すること

有効期限を記入しない
こと

『１級舗装施工管理技術者』→資格取得年月日を記入
『地すべり防止工事士』→資格有効期限を記入

※（項目欄を変更すること）

「配置予定技術者」は、２名
まで申請できます。

完成年度が評価の期間内であること
（完成した年ではないので注意）

完成年度が評価の期間内であること
（完成した年ではないので注意）

「同種工事」、「類似工事」の工事内容を証明
する資料は、評価基準となる工事内容が明確に
記載された資料とすること。

図面等の場合は、鮮明なものを添付すること。
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受賞年度が評価の期間内であること
（工事完成年度ではないので注意）



様式４－１号：企業の施工能力

※ 入札公告「評価の基準」、「技術資料作成要領」参照

完 成 年 度

基幹技能者の配置

専門技術者保有状況

ＣＰＤＳ登録学習単位合計数

年
間
受
注
高
の

状

況

年 間 受 注 高
（ 消 費 税 込 ）

年度平均完成工事高
（ 消 費 税 込 ）

施

工

実

績

表

彰

同種・類似工事の別

表 彰 の 区 分

表 彰 年 度

工 事 名

工 事 番 号

受注形態・出資比率

工 事 名

コ リ ン ズ 番 号

様式４－２号：企業の施工能力

氏 名

有 効 期 限

氏 名

有 効 期 限

※ 入札公告「評価の基準」、「技術資料作成要領」参照

主

作

業

船

の

自

社

保

有

状

況

主 作 業 船 の 隻 数

船 舶 の 名 称

有 効 期 限

有 効 期 限

船 舶 の 名 称

海

上

起

重

作

業

管

理

技

士

数

登 録 番 号

有 効 期 限

有 効 期 限

氏 名

氏 名

登 録 番 号

船
員
（

船
員
保
険

適

用

）

数

曳

船

の

自

社

保

有

状

況

鋼Ｄ３００ＰＳ以上の
曳船（押船含）の隻数

船 舶 の 名 称

有 効 期 限

船 舶 の 名 称

有 効 期 限

規 格

規 格

規 格

規 格

「同種」「類似」の別を
必ず記入すること

完成年度が評価の期間内であること
（完成した年ではないので注意）

CORINS登録番号を記入
（受付番号は不可）

受注形態が共同企業体の場合、20％以上の
出資比率が必要

申請者が把握している金額を記入す
ること。
記載された金額を参考に県データベ
ースにより評価する。その際にヒア
リングを行う場合がある。

船員保険有効期限の記載は必要ありま
せん
（保険証記載事項が変更されたため）

「長崎県発注の港湾・漁港等の海上工事に
おける総合評価落札方式の評価項目に関す
る作業船関係確認申請書」により確認を受
けた船舶を記載すること。

やむをえず、上記以外の船舶を記載する場
合は、入札公告の技術資料作成要領に定め
た各種証明書類を必ず添付すること。

「長崎県発注の港湾・漁港等の海上工事に
おける総合評価落札方式の評価項目に関す
る作業船関係確認申請書」により確認を受
けた海上起重作業管理技士を記載すること

やむをえず、上記以外の者を記載する場合
は、入札公告の技術資料作成要領に定めた
各種証明書類を必ず添付すること。

34

長崎県土木部HP掲載の「基幹技能者
を配置する場合の工事実施段階での
取り扱いについて」を確認したうえ
で誓約すること

海上工事の場合（公告に以下の評価項目があ
る場合）に作成すること



様式６号：地域貢献度・安全管理

地域貢献度

安全管理

※ 入札公告「評価の基準」、「技術資料作成要領」参照

山
地
防
災

ヘ
ル
パ
ー

氏 名

活 動 管 内

活 動 実 績

所属する協定締結団体名

Ｈ２１

安
全
管
理 指 名 停 止 期 間 （例）平成２２年８月１日～平成２２年８月３１日

イ
ベ
ン
ト

氏 名

Ｈ２２

Ｈ２１

合計

社会貢献活動と災害支援
活 動 の 活 動 回 数 合 計

活 動 年 度 と 回 数

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２１ 合計

0

Ｈ２０

登 録 団 体 名

活 動 年 度 と 回 数
Ｈ２０Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２２ 合計

消
防
団
員

Ｈ２２

0

災
害
支
援
活
動

Ｈ２０

社
会
貢
献
活
動

開 催 管 内

Ｈ１８

0

0

Ｈ１９

0 0 0

イ ベ ン ト 名

0

道 守 の 種 別

プロジェクト等への協力

道 守 等 の 所 属 状 況

氏 名

労務賃金の支払い

道
守
等
の
所
属

地
域
産
業
の
担
い
手

育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等

様式５号：地域精通度

区分（代表構成員）

区分（その他構成員）

工 事 番 号

工 事 名

発 注 機 関 名

施 工 場 所

最 終 請 負 金 額

完 成 年 度

Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ 番 号

工 事 番 号

工 事 名

発 注 機 関 名

施 工 場 所

最 終 請 負 金 額

完 成 年 度

Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ 番 号

工 事 番 号

工 事 名

発 注 機 関 名

施 工 場 所

最 終 請 負 金 額

完 成 年 度

Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ 番 号

工 事 番 号

工 事 名

発 注 機 関 名

施 工 場 所

最 終 請 負 金 額

完 成 年 度

Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ 番 号

工 事 番 号

工 事 名

発 注 機 関 名

施 工 場 所

最 終 請 負 金 額

完 成 年 度

Ｃ Ｏ Ｒ Ｉ Ｎ Ｓ 番 号

※入札公告「評価の基準」、「技術資料作成要領」参照

実
施
体
制
拠
点

管
内
の
施
工
実
績
４

管
内
の
施
工
実
績
５

管
内
の
施
工
実
績
２

所 在 地

管
内
の
施
工
実
績
１

所 在 地

管
内
の
施
工
実
績
３

※【簡易型】の場合の「管内に管内営業所
あり」とは、

①「県内業者の営業所の取扱について」に
基づく承認の通知を受けている営業所

②合併特例営業所

のいずれかが、発注機関の管内（公告に記
載）に所在していることです。

入札公告に示された評価基準に
該当する区分を記入すること

合計欄は
自動計算

「消防団員証明書」に企業名の記載が
ない場合は、当該企業の従業員である
ことを証明する資料を別途添付するこ
と

当該企業の従業員であることを
証明する資料を添付すること

当該企業の従業員であることを
証明する資料を添付すること

長崎県土木部HP掲載の「労務賃金
支払確認表 」を確認したうえで誓
約すること
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様式［自己審査表］

【簡易型】

配置予定
技術者の
施工実績

配置予定
技術者の
工事成績
評定

表彰（優
秀現場技
術者）

配置予定
技術者の
資格A

配置予定
技術者の
資格B
（注３）

企業の施
工実績

工事成績
の評定

施工実績
件数

優秀工事
表彰

年間受注
高の状況

継続的専
門能力啓
発システ
ム
（ＣＰＤ
Ｓ）

基幹技能
者の配置

専門技術
者の雇用
状況
（注４）

主作業船
保有状況
（注５）

曳船保有
状況
（注５）

工事の確
実かつ円
滑な実施
体制とし
ての拠点

管内の施
工実績

社会貢献
活動の実
績A

社会貢献
活動の実
績B

労務賃金
の支払い

従業員数 安全管理
の状況

自己
審査
加算点

0.00

記入にあたっての注意事項

１． 各評価項目の加算点は、公告に記載された評価基準に基づく配点とする。

２． 配置予定技術者を２名申請する場合は、「配置予定技術者の能力」の加算点総計が低い方の技術者の加算点を記入すること。

３． 評価項目として、「配置技術者の資格B」を求めていない場合は、「配置技術者の資格B」の加算点は記入しないこと。

４． 評価項目として、「専門技術者の雇用状況」を求めていない場合は、「専門技術者の雇用状況」の加算点は記入しないこと。

５． 陸上工事等において、「主作業船保有状況」、「曳船保有状況」を評価項目として求めていない場合は、作業船関係の加算点を記入しないこと。

※ この自己審査表は、技術資料の審査において参考として使用するものであり、評価に影響を与えるものではない。

評価項目

企業の施工能力
（加算点計　10点）

加算点
合計

地域要件作業船関係

配置予定技術者の能力
（加算点計　6点）

企業の実績関係

36

自己審査表

【客観的評価項目】のチェック

○客観的評価項目（配置予定技術者の能力および企業の施工能力）において、申請企業自ら採点した「自己審査
表」の提出を求める。ただし、技術資料の審査においては、評価に影響を与えるものではない。

○提出資料や加算点の相互確認の資料として利用する。

入札公告に示された評価基準に基づく
加算点を記入すること

公告で設定されていない評価項目
の加算点は記入しないこと

合計欄は
自動計算



提出方法
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総合評価落札方式技術資料提出方法（簡易型の例）

資　　　料 様式１号～様式６号及び添付資料
様式１号→

※様式１号の社印の押印必要 様式２号→様式２号の添付資料→

様式３号→様式３号の添付資料→

・・・・・・・・・・・・・・・・

提出 様式６号→様式６号の添付資料

自己審査表

ファイル名 商号または名称

資料及び資料のまとめ方は紙と同様

ファイル名 商号または名称

資　　　料 様式１号～様式６号、自己審査表

提出方法

持参

持参

郵送

（参考）

様式１号 ：技術資料総括表

様式２号 ：簡易な施工計画

様式３号 ：配置予定技術者の能力

様式４号 ：企業の施工能力

様式５号 ：地域精通度

様式６号 ：地域貢献度・安全管理

参考資料 ：自己審査表

添付資料 ：簡易な施工計画の補足説明資料、評価の基準を証明する資料

紙と各ファイルに不整合が生じない印刷手順

入札方法

紙入札

電子入札

提出部数

紙２部（原本１部　写し１部）　　電子媒体（ＣＤ）１部

紙２部（原本１部　写し１部）　　電子媒体（ＣＤ）１部

紙１部（原本１部）　　電子媒体（ＣＤ）１部

（ＣＤには工事番号、工事
名、商号または名称を記
載）

※ＰＤＦファイルに添付
する様式１号には社印の
押印不要

Ｅｘｃｅｌファイル

紙

電子媒体〔ＣＤ〕

ＰＤＦファイル

発注機関
※紙と各ファイルを整合さ
せる

資料の
まとめ方

（印刷）（印刷）

Ｅｘｃｅｌファイル＋添付資料 ＰＤＦファイル 紙

23○○第○号

○○工事
○○建設㈱

ＣＤ記載例 ファイル名例


